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Executive summary
今、保険業界は大きな転換期を迎えています。AIエー
ジェントは実証実験のフェーズを終えて本格的な「実
運用」へと移行し、単なる業務アシスタントから「自律
的な意思決定者」へと進化を遂げつつあります。しか
し現在、その進化が「具体的に何を意味するのか」を
説明するための共通言語が業界内に存在していま
せん。

このように明確な共通定義がない状態では、保険会
社は現実的な導入計画を立てることができず、AIベン
ダーも自社の実力を証明して他社と差別化すること
が困難になります。また、規制当局にとっても、AIの能
力に応じた適切な監督体制を築くことができません。
その結果、市場には似たような製品が溢れてしまい、 
現場の担当者から見ると、その製品が単なるチャット
ボットなのか、それとも完全に自律して動く支払査定
システムなのか、その違いの判別すら難しいくなってし
まう課題が生じてしまいます。

そこでShift Technologyは、保険業界におけるAIエー
ジェントの自律性（自動化レベル）を評価する標準フレ
ームワーク「ARISE」を提案します。

「ARISE」という名称は、AIの自律性を表す5つの進
化レベルの頭文字を繋げた略語であると同時に、こ
れからの保険のあり方を「構築・整理する思想」その
ものでもあります。その5つのレベルとは、Answers（
回答）、Recommends（提案）、Initiates（始動・準備）
、Solves（解決）、Exceeds（超越）であり、AIエージェン
トが能力を高め、信頼を獲得していく中で、すべての

保険会社が歩むことになる進化のプロセスを描いて
います。

世界3億5000万人以上の保険加入者を支える保険会
社で、10年以上にわたりAIを実運用環境に実装してき
た当社の知見に基づき、また、自動運転車業界に確固
たる基準をもたらした「SAE International J3016」規
格をモデルに開発されたARISEは、「特定のベンダー
に依存しない『業界共通の客観的な評価基準』を提供
します。 これにより製品のキャッチコピーに惑わされ
ることなく、『実際の業務で本当に使えるかどうか』と
いう現実的な基準でAIの実力を見極め、適切な導入
とガバナンスを推進できるようになります。 

本ホワイトペーパーでは、ARISEフレームワークの全
容を、各レベルの正確な定義と具体例を交えて解説し
ます。また、自動車保険、火災・損害保険、労災保険、旅
行保険の各領域における、Shift Technologyの現在
の実運用実績および製品ロードマップを各レベルにマ
ッピングしてご紹介します。

その上で、AIエージェントを業界全体で責任を持って
導入していくためには、こうした「自律性の標準基準」
を確立することが絶対条件であると提唱します。

ARISEは自社で独占するものではなく、保険業界の健
全なAI活用を支える『共通インフラ』として公開するも
のです。 保険会社、ベンダー、規制当局、アナリストが
一体となり、この基準を現場で検証・発展させていくた
めの『オープンな共通基盤』として、広く活用されること
を提唱します。

1. なぜ保険業界に「自律性の標準基準」が必要なのか
先進事例：自動車業界における 

「SAE J3016」の功績
2014年、SAE International（自動車技術会）は「SAE 
J3016」と呼ばれる自動車の自動運転システムに関す
る定義と分類を発表しました。この規格は、自動運転

の度合いを「レベル0（自動化なし）」から「レベル5（完
全自動運転）」までの6段階に定義したもので、またたく
間に自動車メーカー、規制当局、保険会社、そして消費
者の間で世界的な標準となりました。
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この規格がこれほど成功を収めた理由は、次の3つの
特性にあります。

•	 �明確さ（Precision）： 各レベルに、客観的に検証可
能な明確な定義があること。

•	 �普遍性（Universality）： メーカーやプラットフォー
ムを問わず、あらゆる車両に適用できること。

•	 �簡潔さ（Parsimony）： 細かすぎる分類を避け、実
務上意味のある6つの境界線に絞って能力を整理
したこと。

自動車だけでなく、航空業界でも同じような道を歩
んできました。米連邦航空局（FAA）や欧州航空安全庁

（EASA）は、手動操縦からオートパイロット、さらには
高度な機体保護システムに至るまで、コックピットシ
ステムの管理に構造化された自動化レベルを長年使
用しています。また、産業用ロボットの分野でも、「ISO 
8373」規格がロボットの自律レベルを定義しており、こ
れが世界中の工場における調達仕様、安全評価、そし
て損害保険の引受の基準となっています。

これらの業界に共通しているのは、「技術の急激な進
化に、業界全体の共通認識が追いつかなくなったタイ
ミングで、公式な『標準基準』を作ることで混乱を解消
してきた」という点です。今、保険業界のAI活用は、まさ
にこの転換点に立っています。

保険業界のAIが直面する現状：「言葉
の定義」という問題
マッキンゼー・アンド・カンパニーによる2023年の試算
では、グローバルな保険業界においてAIを活用したユ
ースケースは年間1.1兆ドルの価値を創出する可能性
があるとされています。しかし、実際の導入状況にはバ
ラつきがあり、その成果を正しく測定することもできて
いません。その大きな原因の一つが、「言葉の定義の曖
昧さ」にあります。

例えば、保険会社がRFP（提案依頼書）で「AI支払査定
エージェント」を募集したとします。このときベンダーか
ら集まる提案は、簡易的なチャットボットから、人間の
手を一切介さない完全自動の支払完結（STP）エンジ
ンまで、千差万別です。業界共通の「ものさし」がない
状態では、これらを意味のある形で比較・評価すること
は不可能です。

業界の意識調査も、この課題を裏付けています。デロ
イトが2024年に保険業界の経営層を対象に実施した
調査によると、79%が「AIは経営戦略上の最優先事項
である」と回答した一方で、「AIエージェントの自律性
を評価するフレームワークや、人間の監視要件を明確
に定めている」と答えた企業は30%未満にとどまりま
した。「理想」と「統制された実運用」の間には、依然と
して大きな溝があり、標準的な基準の確立こそが、この
課題を直接解決する鍵となります。

曖昧さを放置することによる「経営・財務上のリスク」
言葉の定義が曖昧なままであることは、実務や財務の
面で以下のような深刻なリスクをもたらします。

コストの最適化不足： 保険会社は、実際には使いこな
せない高度なAI機能を過剰な価格で購入させられる
ことになります。

規制対応の混乱： AIシステムに対する規制当局の検
査において、審査官によって評価基準がバラバラにな
り、不整合な指摘を受けるリスクが生じます。

レピュテーションリスク： 経営陣が「想定していたレベ
ル」を超えてAIエージェントが自律的に動いてしまい、
予期せぬ判断ミスやコンプライアンス違反を引き起こ
すリスクは極めて深刻です。

共通の標準基準を導入することは、これらの目に見
えないリスクを、経営陣がコントロール可能で測定可
能な「健全な経営判断」へと変えるための必須条件な
のです。
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レベ
ルl 名称 定義 支払査定での具体的なイ

メージ

業務効率化
の創出 

（目安）

支払適正化へ
の効果（損害
率改善）

L1 Answers

（回答）

ユーザーからの直接的な質
問に対し、保険約款、請求記
録、規制データなどから該当
情報を検索・要約して回答
する。

「この請求は、契約者の自動
車保険の補償対象になります
か？」という質問に即答する。 

約10% —

L2 Recommends 
（提案）

請求の詳細、書類、地域特性
などの状況全体を分析し、明
確な根拠とともに「最適な次
のステップ」を提案する。 

「修理手続きを開始してくだ
さい。並行して警察の事故証
明書の手配と、目撃者への連
絡を推奨します。」 

約20% 1%

L3 Initiates 
（始動・準備）

必要な調査や検証をすべてAI
が自動実行し、データ入力や
書類作成を完了させ、「人間
はワンクリックで承認するだ
け」の状態にする。 

「すべての確認が完了しまし
た。推奨される支払額、顧客
向けの案内文も作成済みで
す。承認ボタンを押してくだ
さい。」

約30 % 1%

L4 Solves 
（解決）

契約内容、法的規制、保険会
社独自のビジネスルールを
完全に適用し、人間の介入な
しで受付から支払いまでを
99%以上の精度で自動完結
させる。

ガラス交換の請求において、
補償内容を検証し、見積もり
を市場平均と照合。承認ベン
ダーへの支払いを自動実行
し、契約者へ完了通知を送る。

約50% 2%

L5 Exceeds 
（超越）

自律的に業務をこなすだけで
なく、優秀な人間のトップ1%
を超える成果を出す。プロセ
スの非効率性を自ら発見し、
状況に応じて柔軟に判断を変
え、アウトカムを最適化する。

過去18ヶ月に別の契約者から
出された、一見無関係に見え
る47件の水漏れ請求の共通点

（同一の修理業者など）を検
知。組織的な不正グループの
疑いとして検知する。 

約80% 3%

表1：保険AIエージェントにおける「SLA（自律性レベル）」 
フレームワーク

2. Shiftにおける自律性のフレームワーク
Shift独自の「自律性レベル（Shift Levels of 
Autonomy：SLA） 」フレームワークは、保険業界に
おけるAIエージェントの能力 を5つの明確な段階に
定義したものです。それぞれのレベル （Answers、 
Recommends、Initiates、Solves、Exceeds ）の頭文
字を組み合わせることで、「ARISE（アライズ）」という
略語を構成しています。 

自動運転の基準（SAE J3016）と同様に、各レベルは「
人間の関与の度合い」と「AIが独立して実行する判断
の複雑さ」によって定義されています。また、このレベ
ルは累積的なものであり、レベル3（L3）で動作するAI
エージェントは、当然ながらL1およびL2の能力も内包
しています。
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レベル1 — Answers（回答）：インテリ
ジェントな情報検索
L1において、AIエージェントは自然言語での質問に対
し、構造化データ・非構造化データ（保険約款、請求記
録、規制データベース、過去の対応履歴など）を掛け
合わせて情報を要約し、回答します。AIはアクションの
提案までは行わず、あくまで「情報の提供」にとどまり
ます。これは、自動運転でいう「ドライバーの運転を単
一の機能で支援するが、意思決定の代替はしないレ
ベル1」に相当します。

•	 �保険業務での具体例： 査定担当者が「契約者の免
責金額の構造を踏まえると、今回の台風による屋
根の損害は火災保険の補償対象になりますか？」
と問いかけると、AIが該当する約款セクションを特
定し、補償のロジックを適用した明確な回答を根
拠の引用付きで提示します。

•	 �実運用での成果： ShiftのL1エージェントは、すで
に自動車、財物、労災、旅行保険の各領域で実運用
されています。約款の手動確認や担当者のリサー
チ時間を削減することで、約10%の業務効率化を
実現しています。

レベル2 — Recommends（提案）：状
況分析とネクスト・アクションの提案
L2になると、AIは単なる質問への回答を超えて、状況
を能動的に分析し、重要度や緊急度の高い「次に取る
べき最適なアクション」を提案するようになります。請
求内容、書類、写真、サードパーティデータなどの複数
のデータストリームを統合し、地域の規制ルールを適
用した上で、優先順位付きのアクションプランを作成
します。ただし、最終的な決定権はすべて人間の担当
者にあり、人間が指示を出す必要があります。これは、
車両が複数の機能を制御しつつも、監視とオーバーラ
イドの責任は常にドライバーにある自動運転のレベル
2（部分的自動化）と重なります。

•	 �保険業務での具体例： 複数台が絡む自動車事故
の一次報告（FNOL）を受けた直後、AIが「証拠が消
失しやすい72時間のタイムリミット」を考慮し、修理
手続きの開始、警察への事故証明の要請、目撃者

への連絡といったタスクを緊急度順に並べて担当
者に推奨します。

•	 �実運用での成果： L2の機能は、Shiftの自動車保険
（対物・対人賠償）、火災・損害保険、労災保険の

各モジュールで導入されています。調査員のフォー
カスが絞られることで、初期段階のアセスメント精
度が向上し、約20%の業務効率化と1%の損害率
改善を達成しています。

レベル3 — Initiates（始動・準備）：人
間が承認する自律実行
L3は、単なる「業務アシスタント」から「エージェント
型AI」へと移行する極めて重要な境界線です。AIエー
ジェントがワークフロー全体を自ら動かし、実行に必
要なすべての要素を裏側で準備しますが、「最終的な
承認だけは人間の専門家が行う」という形式を取り
ます。補償内容の確認、不正のスクリーニング、過失割
合の評価、支払備金の計算、書類の検証にいたるま
で、AIがすべてのチェックを裏側で完了させます。そし
て、すでに入力済みの決済確定画面や顧客向けのお
詫び・案内文をセットにし、「あとはワンクリックで承
認できるパッケージ」として人間に提示します。人間の
監視は維持されますが、その負担は最後の承認作業
のみに激減します。これは、一定条件下ではシステム
がすべての運転操作を行うものの、要請があれば人
間が介入しなければならない自動運転のレベル3（条
件付き自動化）に似ています。

•	 �保険業務での具体例： AIエージェントが「補償対象
であることを確認済み。見積修理費4,840ドルは保
険金額の範囲内です。不正の兆候はありません。指
定の修理工場への支払手続、および契約者への案
内文の作成を完了しました。ワンクリックで承認し
てください」と提示します。

•	 �ロードマップ： L3の機能は、2026年中に自動車保
険の求償、自動車・火災保険の人身傷害管理、およ
び労災保険の負傷管理モジュールへの実装を予
定しています。これにより、承認スピードの加速と判
断基準の統一がもたらされ、約30%の効率化と、さ
らに1%の損害率改善が見込まれます。
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レベル4 — Solves（解決）：精度99%
以上での完全自動支払完結（STP）
L4では、AIエージェントが受付、調査、意思決定、そ
して保険金支払いにいたるまでのワークフロー全体
を、一切の人間の手を介さずに完結させます。AIは契
約約款、コンプライアンス、保険会社固有のビジネス
ルールを大規模かつ一貫して適用し、99%以上の極
めて高い判断精度を維持します。人間の役割は、「1
件ごとの決済承認」から、「ポートフォリオ全体の定期
監査」や「AIが判断を保留した例外事案の管理」へと
シフトします。これは、特定の環境下（運行設計領域
内）であれば、人間が全く関与しなくても車両がすべ
ての運転タスクをこなす自動運転のレベル4（高度自
動化）と全く同じ構図です。

•	 �保険業務での具体例： 自動完結（STP）の基準を満
たした自動車のガラス交換請求において、AIが補
償内容を自動検証し、修理見積もりを市場のベン
チマーク価格と照合。承認された修理業者への支
払いをシステム上で自動執行し、契約者へ手続き
完了の通知を自動送信します。

•	 � 実運用での成果： Shiftはすでに、自動車のガラス
交換・車両修理、財物保険の電子機器・建物動産
損害、労災保険の補償検証・医療費請求書のレビ
ュー、旅行保険の旅行中断請求などの領域で、L4
の実運用を達成しています。人間が書類に触れる
必要性をなくすことで、99%以上の高い精度を保っ
たまま、約50%の業務効率化と2%の損害率改善
を実現しています。

レベル5 — Exceeds（超越）：人間の限
界を超えるパフォーマンスとプロセス
の革新
L5は、保険AIにおける最先端の領域です。AIエージェ
ントは単に自律的に動くだけでなく、人間のトップ1%
の熟練査定員すら上回る成果を叩き出します。それ
は、既存のルールやプロセスを効率的にこなすからで

はありません。「現在の業務プロセス自体が抱えるわ
ずかな非効率性」をAI自らが発見し、より優れた結果
を出すために、AI自身の判断でインテリジェントにル
ールを応用・逸脱していくからです。L5のエージェント
は、まだ世の中に顕在化していない新しい不正請求
のパターンを損失が出る前に見つけ出し、熟練の調
査員が見落としていた潜在的な求償機会を掘り起こ
し、複雑な事案を最も早く解決できるルートへ動的に
ルーティングします。これは、あらゆる条件下で人間の
能力を超える運転を行う、自動運転のレベル5（完全
自動化）の概念に対応しています。

•	 �保険業務での具体例： 過去18ヶ月の間に申請さ
れた、一見すると何の脈絡もない47件の水漏れ請
求。AIがそのデータを横断的に分析し、すべて「特
定の1社の修理業者」が裏で関与しているという微
細な共通パターンを自動で検出します。人間が個
別に見ていては絶対に気づけない「組織的な詐欺
グループの兆候」を自発的に察知し、未然に被害を
防ぐとともに、求償の機会を最大化させます。

•	 �ロードマップ： Shiftは、2026年中に自動車の賠償
責任保険および火災保険の建物損害のユースケ
ースにおいてL5エージェントの実装を計画してお
り、その後も順次製品ポートフォリオ全体へ拡大し
ていく予定です。L5はインパクトの頂点であり、約
80%の業務効率化と3%に達する損害率改善とい
う、人間の査定員では到達し得なかった圧倒的な
経営効果をもたらします。
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保険種目 ユースケース / 業務スコ
ープ

L1  
Answers

L2  
Recommends

L3  
Initiates

L4  
Solves

L5 
Exceeds

自動車保険 補償確認・支払完結 
（ガラス・車両修理）

実用化済 実用化済 実用化済 実用化済 —

補償確認・支払完結 
（盗難・車両火災・全損）

2027 — — — —

賠償責任 実用化済 実用化済 実用化済 実用化済 2026

求償 実用化済 実用化済 2026 — —

人身傷害・対人賠償 実用化済 実用化済 2026 — —

火災・損害保険 補償確認・支払完結 
（電子機器・携行品）

実用化済 実用化済 実用化済 実用化済 —

補償確認・支払完結 
（建物損害・家財損失）

実用化済 実用化済 実用化済 実用化済 2026

補償確認・支払完結 
（費用利益・経済的損失）

2027 — — — —

求償 
（原因者・他社への請求回収） 

実用化済 実用化済 2026 — —

人身傷害（建物内での事故・施
設賠償など）

実用化済 実用化済 2026 — —

労災・医療保険 補償・加入資格の検証 実用化済 実用化済 実用化済 実用化済 —

医療費請求書 実用化済 実用化済 実用化済 実用化済 —

休業補償 2026 — — — —

負傷管理および復職支援 実用化済 実用化済 2026 — —

求償（第三者加害事案の回収
管理） 

実用化済 実用化済 2027 — —

後遺障害および死亡保障 2027 — — — —

旅行保険 補償確認・支払完結 
（旅行中断・遅延）

実用化済 実用化済 実用化済 実用化済 —

補償確認・支払完結 
（レンタカー損害・旅券等） 

2026 — — — —

T表2：保険種目およびユースケース別 Shift製品の自律性ロードマップ 

https://www.shift-technology.com/ja/


© 2026 Shift Technology. All rights reserved. | shift-technology.com/ja 8

3. Shift Technology ── 実運用における自律性
「自律性レベル（SLA）」フレームワークは、決して机上

の空論ではありません。世界トップクラスの保険会社
における、Shiftの豊富な本番実装実績と経験に裏付
けられた、極めて実戦的な基準です。次章のロードマッ
プ（表2）では、Shiftが現在提供している製品の能力と
今後の開発計画を、保険種目およびユースケースごと
に各自律性レベルへマッピングしています。

実績が証明するマイルストーン 
（導入事例）

ここに提示する指標は、将来の「目標」ではなく、すべて
現在稼働中のShiftの実運用環境から測定されたリア
ルな数値です。

•	 �20億ドルの不正請求を摘発（米国、2025年実績） 
「L4：Solves（解決）」レベルの自動不正検知を大

規模に運用することが、どれほど莫大な財務的メ
リットをもたらすかを証明しています。

•	 �求償（回収）成功率が2倍に向上、回収スピードは
33%以上加速 事故の第一報（FNOL）から他社へ
の求償回収にいたるまでの期間を大幅に短縮し、
資金効率の最大化を実現しています。

•	 �全米50州の請求データの約70%をカバー（IDN：
保険データネットワーク） 保険会社間の垣根を越

えた広範なパターン検知を可能にし、これが「L5： 
Exceeds（超越）」レベルの超・高度な不正検知能
力を支える強固な基盤となっています。

•	 �不正調査の着手率（現場の受け入れ率）が業界平
均の4倍を記録 「L2：Recommends（提案）」と「L3

：Initiates（始動・準備）」がもたらす圧倒的な検知
精度により、調査員のフォーカスを怪しい案件へ集
中させた成果です。

•	 �不正調査のスピードが5倍に加速 「L3：Initiates（
始動・準備）」が調査に必要な書類や証拠、矛盾点
のサマリーを事前にすべて裏側でプリパッケージ
化して担当者に手渡すことで、調査完了までの時
間を劇的に削減しました。

私たちがこのSLAフレームワークを開発した最大の理
由は、Shift自身が現場で強い直面した課題にありま
す。 共通の「共通言語」がない状態では、保険会社の
経営陣、調達チーム、そして規制当局に対し、AIができ
ることの『明確な違い』や『真の価値』を正確に伝える
ことが極めて困難だったからです。ARISEは、製品のキ
ャッチコピーに惑わされることなく、『実際の業務でど
れだけ使えるか』という現実を見据えながら、経営の
次の一手を具体的に議論するための強力な共通基盤
となります。 

4. ケーススタディ ── 実践におけるARISE
Shiftの保険金支払自動化プラットフォームは、比較
的シンプルな請求種目を対象に、2020年に初めて「L4

：Solves（解決）」レベルの完全自動化を達成しまし
た。それ以降、対象領域はより複雑な保険種目へと着
実に拡大しています。現在は、エージェント型AI機能の
追加により、実質的にほぼすべての保険種目および請
求タイプにおいて、ShiftのAIエージェントがL4レベル
で稼働できるようになっています。

以下にご紹介する2つの事例は、「同一の人身傷害請
求データ」を使用し、AIエージェントがどのように動く
かを対比したものです。まず、すでに現場で稼働して
いる「L3：Initiates（始動・準備）」の実例、続いて同じ
データを用いて「人間を一切介さない場合」を検証し
た「L5：Exceeds（超越）」のシミュレーション結果をご
紹介します。
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現在の実力：「L3」はすでに支払査定
の現場で動いている 
Shiftの人身傷害担当AIエージェントは、現在「L3： 
Initiates」レベルで実運用されています。AIがデータ
分析や事務処理といった「チェックポイント間の実務」
をすべて裏側で引き受ける一方、人間の査定員はワ
ークフロー内の重要な意思決定ポイントにのみ関与
し、完全な監視体制と最終決定権を維持しています。

現場での実運用例 ── 【L3：Initiates】人身傷害（自
動車・対人賠償責任保険）

•	 � 導入企業と背景： 米国の個人向け損害保険会社。
同社は、対人賠償ポートフォリオの高度化に向け
てShiftのエージェントを導入しています。2026年4
月6日、同社はある弁護士事務所から、16万8,000
ドル（約2,500万円）の損害賠償を求める「請求パッ
ケージ」を受領しました。 事案は5ヶ月前に交差点
で発生した衝突事故で、Shiftの導入企業側（契約
者）に過失があると判断されたものです

※車両損害分は清算済み。弁護士から届いた書類は、主張文、
車両破損レポート、医療記録、医療費請求書など総計112ペー
ジに及び、回答期限は「10日間」と指定されていました。

【ステップ1】 書類の取り込みとインデックス化 Shift
のエージェントは112ページの書類データを瞬時に
読み込み、文書の種類を自動分類。請求の条件や回
答期限を抽出した上で、保険会社の基幹システム内
にある過去の事故記録と自動で紐付けました。AIは
整理したサマリーを「最初のチェックポイント」として
担当の査定員に提示し、確認を得た上で次のステッ
プへ進みました。

【ステップ2】 過失割合の分析と証拠収集プランの作
成 過去の全履歴を解析したAIは、自社の契約者が当
時「相手車両がスピード違反をしていた」と主張して
いた点に着目。これが証明されれば、自社の過失割
合を引き下げられる可能性があると判断しました。AI
はこの分析結果と「推奨する証拠収集プラン」を担当

査定員に提示。査定員がこれを承認すると、AIは自動
で警察の事故報告書や現場の交通カメラ映像を収集
し、過失割合を100%から75%に引き下げるための強
固なエビデンスを揃えました。

【ステップ3】 傷害程度の評価と「矛盾」の自動検知

並行して、AIはすべての医療記録と診療報酬明細書
をレビューし、過去の類似の和解事例や判例と照合
して損害額のベンチマーク分析を行いました。その
際、AIは書類内の重大な矛盾を検知しました。被害者
は「怪我のせいで予定していたゴルフコンペに参加で
きなかった」と主張していましたが、該当日の医療記
録には「身体的な運動制限なし」と記載されていたの
です。AIは、適正な賠償額の算出レンジとともに、この

「主張と事実の矛盾」を査定員へ報告し、確認のサイ
ンを得ました。

【ステップ4】 示談パッケージの作成と、ワンクリック
承認 査定員による過失割合の見直しと損害分析の
確認を終えると、AIは適切な反論・減額提示の金額、
その拠り所となるロジック、契約書などの書類一式を
網羅した「完全な示談パッケージ」を自動生成し、査
定員の画面に提示しました。査定員がこれを確認し「
ワンクリックで承認」したため、AIは4月12日、当初の
請求額の52%にあたる「8万7,360ドル」での和解案
を相手方に送付。4月14日に相手方もこれを合意し
ました。

•	 �手続き完了までの期間： 書類受領からわずか8日
間（期限内）

•	 �人間の関与： 査定員が手作業で書類を調べ続け
る必要はなく、裏でAIが整えた4つのチェックポイン
トで判断を下すのみ。

•	 �成果： 当初請求から48%（8万0,640ドル：約1,200
万円）の支払適正化に成功。
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近未来のシミュレーション ──  
【L5：Exceeds（超越）】人間を一切介
さない、完全自律運用の可能性
市場調査の結果を見ても、多くの保険会社が現時点
で「人身傷害（対人賠償）のような法律や高額な金銭
が絡む複雑な支払いを、AIに完全自動で任せる（L5
運用）準備ができていない」ことは重々承知していま
す。これは極めて真っ当な経営判断です。対人賠償請
求は法的・財務的、そして企業の信頼性の観点から非
常に重みがあり、完全自律的な決断を統制するため
の枠組みは、業界全体でまだ成熟の途上にあるから
です。ShiftがARISEフレームワークにおいて「L3（人間
が承認）」と「L5（完全自律）」の境界線を極めて厳格
に区別しているのは、まさにこのためです。

しかし、私たちは「テクノロジーがどこまで進化してい
るか」という未来への道標を示すため、全く同じ事案・
リアルなデータを使って、人間のチェックポイントをす
べて「ゼロ」にしたL5運用のシミュレーションを行い
ました。

シミュレーション環境において、AIエージェントはどの
段階でも人間の査定員の承認を待ちませんでした。 

AI自身が過失割合を引き下げるチャンスを自発的に
察知し、警察の報告書やカメラ映像などの証拠を自
律的に収集・判断。損害額を算定して、最終的な示談
パッケージの組み立てから、相手方への「8万7,360ド
ル」の和解案の提示にいたるまで、人間のタッチポイ
ントを一切挟まず、エンドツーエンドで自律的に実行
しました。相手方の合意を得るまでの期間は変わら
ず8日間ですが、人間の査定員が費やした時間は「1
秒もなし（ゼロ）」でした。

本シミュレーションは単なる新製品の告知ではなく、
技術が向かうべき『未来の方向性』を提示するもので
す。複雑な人身傷害の領域においても、L5（超越）を可
能にする技術基盤はすでに確立されています。 

すべての保険会社の経営陣がこれから問いかけるべ
きなのは、「人身・賠償の領域にL5が来るかどうか」
ではありません。「自社はいつ、その未来を迎える準
備を整えるのか」「そこへ安全にたどり着くために、今
どのような管理体制への投資が必要なのか」という
問いです。ARISEフレームワークは、まさにその経営
の問いに対する明確な答えを導き出すために設計さ
れています。

5. 保険業界のリーダーたちへ
COO・支払最高責任者（業務・調達部
門）の皆さまへ
SLAフレームワークは、AIの「調達」と「統制」を支える
実戦的なツールとして機能します。今後、AIベンダーを
評価・選定される際には、提案されている個々の機能
が「どの自律性レベルに該当するか」を明確にマッピ
ングすることを推奨いたします。

人間の最終判断をワンクリックで仰ぐ「L3：Initiates」
と、AIが自律的に実行まで行う「L4：Solves」では、求
められるコンプライアンスや監査の要件が根本から異
なります。また、これらはいずれも、情報検索ツールで
ある「L1：Answers」のチャットボットとは必要とされる
技術水準や運用体制が大きく異なります。調達の段階
で自律性のレベルを明確にしておくことが、導入後の
ミスマッチや予期せぬ追加投資を防ぐための有効なア
プローチとなります。
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また、それぞれの自律性レベルに応じて、適切なガバ
ナンス体制をステップバイステップで構築していくこと
が重要です。

•	 �L1（Answers） / L2（Recommends）： 既存の管理
体制の延長線上で対応しやすく、新たなガバナンス
構築の負担は最小限に抑えられます。

•	 �L3（Initiates）： AIが判断を保留した例外事案の迅
速なエスカレーションルートの確立や、定期的な監
査の仕組みを整えることが有効です。

•	 �L4（Solves） / L5（Exceeds）： 自動運転の「運行設
計領域（ODD）」の考え方と同様に、人間へ判断を
引き継ぐ明確な基準の設定、モデルの精度劣化の
常時検知、およびポートフォリオ単位での全体的な
モニタリング体制を整えることが望まれます。

CRO・コンプライアンス最高責任者 
（リスク管理部門）の皆さまへ

現在、世界中の規制当局において、金融サービスに
おけるAI監視の枠組みの整備が急速に進められてい
ます。米国の全米保険監督官協会（NAIC）のガイダン
ス、欧州の「欧州AI法（EU AI Act）」、英金融行為規制
庁（FCA）の動向など、これらはすべて「AIの自律性が
高く、意思決定の権限が大きいほど、より厳格な監視
を求める」という原則に基づいています。

ARISE（SLA）フレームワークはこの原則を実務に落と
し込み、社内で運用するAIエージェントが「当局の定
めるどのリスク階層に該当するか」を正確にマッピン
グするための共通言語をコンプライアンスチームに提
供します。

具体的には、保険金支払いの決済、不正請求の認定、
補償の可否判断を自律的に行う「L4：Solves」や「L5

：Exceeds」のエージェントは、今後の規制環境にお
いて「高リスクAIシステム」の検証対象となる可能性
が極めて高いと考えられます。客観的な自律性レベ
ルの分類、明文化された監視体制、そして実証デー
タに基づく精度検証をあらかじめ証明できる体制を
整えておくことで、共通の基準を持たない場合に比べ
て、今後の当局による検査や監査へのスムーズかつ
安全な対応が可能になります。

テクノロジー・インシュアテック市場の
参入者へ
Shift Technologyは、大手保険会社をはじめ、MGA（
保険代理業者）、TPA（給付管理専門業者）、再保険会
社、コンサルティングファーム、そして業界アナリスト
にいたるまで、保険エコシステムに関わるすべての皆
様に、このSLAフレームワークを「共通の物差し」とし
て導入いただくことを広く呼びかけます。

こうした標準基準の普及には、参加者が増えるほど
価値が高まる「ネットワーク効果」が働きます。私たち
はこのフレームワークをオープンに開示し、テクノロ
ジーの進化に合わせて業界全体でレビューし、ブラッ
シュアップし、拡張していくことを期待しています。

私たちの目的は、定義の支配権を握って自社だけの
優位性を作ることではありません。業界全体に明確な
基準をもたらすことで、より迅速に、より安全に、そし
て説明責任を果たせる形で、保険業界全体のAI活用
を次へ進めることです。

6. 結論
保険業界の経営幹部の皆さまが今、向き合うべきテー
マは、もはや「AIを導入するかどうか」という段階では
ありません。「いかに社会的な説明責任を果たしなが
ら実業務へ大規模に組み込み、確かな統制を効かせ
ながら、確実な経営成果へと結びつけるか」という、実
運用における極めて具体的なステップへと移行して

います。しかし、AIが「現場の業務をどこまで自律的に
担っているのか」を客観的に測る共通の指標がなけれ
ば、この先の実践的なビジョンを描くことは困難です。

Shiftが提唱する「自律性レベル（SLA）」フレームワー
クは、まさにその羅針盤となる、業界共通の新たな「評
価基準」を提供するものです。
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安全な自動運転技術の発展を支えた評価手法をモデ
ルに、保険実務の本質を見据えて設計されたこのフレ
ームワークは、AIの能力を「ARISE」という5つのフェー
ズに体系化しました。これらはすべて、曖昧さを排した
定義と現場のリアルなユースケースを備えており、グロ
ーバルな主要保険会社におけるShiftの確かな実績に
裏付けられています。

私たちは、このフレームワークが今後の保険業界にお
いて、AIエージェントを語り、評価し、調達し、統制する
ための「世界標準」になると確信しています。

私たちはこれを、単なる資料としてではなく、保険業界
における「信頼されるAI活用」のインフラへの貢献とし
て捧げます。なぜなら保険とは、何よりもまず「信頼」

の上に成り立つビジネスだからです。これからの保険
の未来を創るAIエージェントは、人間から信頼され、そ
の判断プロセスを説明でき、そして実力が正確に理解
されていなければなりません。

Shift Technologyは、市場において、取締役会の議論
において、そして今後の保険AIの未来を形作る規制当
局のガイドラインのページにおいて、この世界標準を
確立するために、皆さまと共に先頭に立って邁進して
いくことをお約束いたします。

Shift Technologyについて
Shiftは、保険の核心を支えるAIエージェントを提供しています。業界への深い知見と圧倒的なデータ。その融合から生まれた確かな実績
は、世界中のトップクラスの保険会社から厚い信頼をいただいています。 
 
私たちが届けるのは、正確で、根拠が明確、そして安全な「現場の判断を支えるAI」です。煩雑な業務をAIが担うことで、現場の専門家は迷
いのない確信を持ち、本来の主役である「お客さま」のために、これまで以上のスピードと情熱を持って向き合えるようになります。

詳しくは、 www.shift-technology.com/ja をご覧ください。
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